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六本木ヒルズ・森アーツセンターギャラリーにて好評開催中の「THE ドラえもん展 TOKYO 2017」。本展では、日本の現代

美術を牽引するアーティスト28組が参加し、ドラえもんと現代アートの競演が実現します。本展は、ドラえもんを通じて現代アー

トの“いま”を切り取る展覧会と言えるでしょう。 

この度、本展に出展されている画家・篠原愛さんが11月11日（土）に来場されました。会場では来場者の方々との交流

を楽しまれたのち、会場に隣接するカフェ「THE SUN」にて提供しているコラボメニューを堪能されました。 

  

本展出展作品『To the Bright ～のび太の魔界大冒険～』前などでの記念撮影に応じ、来場者の方々との交流を楽しんだ

篠原さんは、『お客様は皆さんとても良い方で、このような機会に交流することが出来てとても嬉しかったです。また、隣接するカ

フェでドラえもん展のコラボメニューも食べられて、とても楽しい1日になりました。』と、コメントされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本展出展アーティスト・篠原愛さんが来場！ 

＜ショップにてご自身のグッズを手に取る篠原愛さん＞ ＜カフェ「THE SUN」にて、コラボメニューを堪能する篠原愛さん＞ 

＜ご自身の作品前で記念撮影に応じる篠原愛さん＞ 
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＜六本木ヒルズ水景前での篠原愛さん（11/12 まで掲示）＞ 



 

 

■篠原愛さん本展出展作品：『To the Bright ～のび太の魔界大冒険～』 

古典的な油彩の技法により、独自の絵画世界を描き出す篠原さん。今

回は、『映画ドラえもん のび太の魔界大冒険』（1984 年公開）より、

人魚たちが歌でドラえもんたちをおびき寄せ、危うくツノクジラに食べられ

そうになったシーンをモチーフに制作されています。 

 

原作のツノクジラはドラえもんたちを惑わせようとしていますが、作品では

ツノクジラや人魚の造形を少し変え、敵対するイメージを和らげています。

皮膚や鱗の表現、人魚の質感、ドラえもんとのび太の浮遊感など、原

作との違いやリアルさを感じられる仕上がりになっています。 

 

■THE ドラえもん展 TOKYO 2017 開催概要 

タ イ ト ル ： THE ドラえもん展 TOKYO 2017 （ザ ドラエモンテン トウキョウ ニイマルイチナナ） 

開 催 期 間 ： 2017年11月1日（水）～2018年1月8日（月・祝) 会期中無休 

会      場 ： 六本木ヒルズ 森アーツセンターギャラリー （東京都港区六本木6-10-1 六本木ヒルズ森タワー52階） 

公 式 サイト ： http://thedoraemontentokyo2017.jp 

公式 Twitter ： @thedoraemonten 

お問い合わせ ： ハローダイヤル03-5777-8600 （8：00～22：00） 

主  催 ： テレビ朝日、朝日新聞社、ＡＤＫ、小学館、シンエイ動画、小学館集英社プロダクション、 

 乃村工藝社、森アーツセンター 

特 別 協 力 ： 藤子プロ・創立３０周年記念事業 

協 賛 ： ユニクロ、ミルクランド北海道、KDDI、ショウワノート、セイコーウオッチ、大日本印刷、Tチケット 

 

■広報用作品画像貸し出しのお知らせ 

展覧会の広報を目的とした記事・番組に限り、本展の広報用画像の使用が可能です。 

※使用には、諸条件がございます。申請サイトの注意書きをご参照ください。 

 

画像申請は、下記URLにてお申し込みください。 

 

申請フォーム：https://goo.gl/N3XyCn  
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